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日立大形ボイラフ ァ ンについて
HitachiBoiler Fans

近年続々と高性能の大 発力火量容
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これに僚川するボイラフアンに対しても信板度が

高く高性能で小形のものが強く要望されている｡この要望にこたえて日立製作所では,わが国で初めての効率

85～88% という高効率の｢翼形フアン｣を完成し,押込通風機はすべてターボフアンからこの｢翼形フアン｣

に切り替えられた｡また誘引通風機についてほプレートファソ,多翼フアンで製作するとターボフアンに比べ

て大きさが80%,64%と小形になることに着目し,これらの効率をターボフアンと同等に引上げることを目標

に研究を進め,大形誘引通風機でプレートフアン,多翼フアンともターボフアンなみに77%に引上げることに

成功した｡

このように大形ボイラフアンは従来のものに比べあらゆる面において一段と進歩改良が加えられているので

これについて説明する｡

第1表125MW,175MW大形ボイラフアン製作一覧表

忠*

1.緒

経済の好況により各種産 とも非常に活

況を員し電力使用量も年を追うごとに増加

の一途をたどっている｡このような状態に

対処するため各 力会社ほ発電設備の増強

につとめているが,特に最近の火力発電技

術の急速な進歩発展により短期間に建設で

きる火力発電に重点が置かれ,各地に十数

万kW以上の大容量火力発電設備の建設が

相次いで行われている｡これに伴い通風

備も今まで以上に一段と信頼度の高い高性

能大容量通風機が要求されている｡これら

大容量ボイラ通風機に対し強圧通風機にほ

わが国で初めての｢異形フアン｣の採用,

誘引通風機には高性能多巽フアンの採用な

ど従 の数万kW級ボイラ通風機と比較す

るとあらゆる面において一段と進歩,改良

が加えられているのでこれらについて説明

する｡
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2.特 長

策1表に示すとおり日立製作所でほ大形ボイラフアンを多数製作

しているが,発 設備の大容量化に伴い駆動電動機も誘引通風機

(Induced Draft Fan略してIDF)では1,000kW級,押込通風機

(Forced Draft Fan 略してFDF)でほ500kW放と非常に大き

くなり,これにつれて通風機の形態も大形になってくる｡したがっ

て通風機としては第一に設備馬力ならびに運転動力を極力少なくす

るため高効率通風機であること｡第二に電動機には取扱い容易な

寵形電動機を使用し直入起動を行うため通風機の慣性モーメソト

(GD2)ほ趨ノ｣小さいことが要望される｡このため125MW以上の大

形ボイラフアンには,

(1)FDFにわが国最初の高性能異形フアンを使用したこと｡

(2)IDFに高性能プレートフアン,多翼フアンを使佃したこと｡

など従来のボイラフアンに大幅な攻良が加えられた｡

2.1雲形フ ア ン

高性能で小形のFDFを 作するには効率の向上を計ることほも

ちろんであるが,流量係数,圧力係数を大きくとれる特性でなけれ

*
日立製作所川崎工場

第1岡 巽形フアン羽根帝

ばならない｡羽根車の吸込部の形状がこれら効率,流竜係数,およ

び圧力係数に大きな影響を及ぼすので,この解明に努力し,各種の

研究を重ねた結束,75MW級 FDF用ターボファンにおいて,従

来のそれに比べ効率ほ10%向上して78～80%,また形態は10%小
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風 量(βシ〟加)
形式ODATrCH,匡転数(同期)750rpm

第2関 押込川れ6両吸込形翼形フアン特性曲線

形となった｡その後さらに性能向上を計るため引続き研究を続け,

その成果として大形ボイラフアンにおいて従来のターボフアンの一

枚板のハネと異なり第】図のような異形羽択を持った｢｢巽形フアン

(AerofoilCentrifugal

この異形フアンほ効

異的な高性能通風機で,

Fan)｣を完成した｡

85～88%と従 考えられなかったような驚

しかも低騒音という特長をもっている｡

東京電ノコ株式会社千葉火力発電所175MW用に1け機を納入して

以来事 用ボイラ通風機はもちろん,口家発用,一般通風用として

現在までに約80台,延べ 動機出力約14,000kWに達する納入

を持ち各方面において多大の好評を得ている(〕策2図ほ東北電力株

式会社仙台火力発電所向175MW用FDF450kW #16向吸込形翼

形フア･ソの相性を示す｡

2.2 多葵フアン,プレートフアン

ボイラフアンをはじめ各ボイラ補機ほ取扱い容易な寵形電動機を

使用し,i自二入起動を行うので起動時間ほ短いことが必要である｡

ボイラフアンでほIDF,PAF(一次空気用通風磯Primary Air

Fan),GRF(ガス再循環通風機Gas Recirculating Fan)などは

軽い高温ガスを取扱うため電動機出力に対し送風機の形態が大とな

り,慣性モーメソト(GD2)は必然的に非常に大きなものとなる｡し

たがって前述のとおり起動時間を短くするためにほ起動トルクの大

きな電動機を使用するとともに送風機の形態を極力小さくしで慣性

モーメソト(GD2)を′トさくすることが必要である｡

従来IDFにはFDFと同様ターボフアンが使用され,FDF とId

横形態の小形化と高効率を目標に稜々改良努力を続けてきたが,同

一機種による小形化ほすでに限界に適しているので同一〃二様に対

し,プレートフアン,多賀フアンと機種をかえて小形化することが

考えられる｡弟3図ほ各機種の羽根の形状を示したもので,図申の

β2ほ羽根の吊目角度を示す｡すなわちターボファンはβ2く900,プ

レートフアンはβ2=90⊂),多賀フアンノヨ2>90つである｡弟4図ほ羽根

J-†‡口角度(β2)と流量系数,ならびに圧力係数との関係を図示したも

ので,特に大きさの決定に関係のある出力係数はターボフアン,プ

レートフアン,多翼フアンと順次大きくなっていく｡したがって同

一仕様をこれら各機種で製作した場合ほ多巽フアン,プレートフア

ン,ターボファソの順に形態ほ大きくなる〔〕その大きさの比率は弟

2表に示すとおりターボファンを100とするとプレートフアン,多

翼フアンほそれぞれ80,64の大きさとなる｡GD2について比較する

と弟3表に示すとおり,いずれも大幅に小さくなっている｡このよ
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第3岡 羽 舶 の 形状説 明 岡

倍 数

雛4岡 羽舶什=コ角度と圧力係数との傾向説明図

第2表 同一仕様を機稚をかえて製作したときの大きさの比較表

第3表 同･仕様を機種をかえて製作したときのGD2の比較表

うにプレートフアン,多翼フアンで製作すると,ターボファンに比

べて形態が′トさくなる利点があるが,今までほとんど使用されな

かったfl粥1ほターボフアンに比べて効率が10～20%低かったこと

が原因である｡したがってこれらの効率をターボフアンと同等の効

率にすることに研究の目標を置き,流体力学的観点から羽根車なら

びにケーシングに改良を加え,実験機による各部の風向,風速の測

定などから得た資料をもとに種々検討改良を行いプレートフアン,

多翼フ

った｡

効もとノウノ 約77%とターボファンとほほ同等の効率とな

弟5図ほ東北電力株式会社仙台火力発電所175MW用1,000kW

許20プレートフアンの特性曲線を示す｡また第る図ほ東京電力株式

会祉品川火力発電所125MW用750kW♯14多翼フアンの特性曲線

を示す｡いずれも効

上をしている｡

は77%で従来のものと比較し格段の性能向

3.横

ボイラフアンほ遠~万操作による 日動 うため連続運転にた

いして十分耐え,使いやすく保守点検が容易にできるものでなけれ

ばならない｡以下簡単に構造につ.いて説明する｡
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形式PDS-CH,回転数(同期)600rpm

第6岡 誘引用#14両吸込形多翼フアン特性曲線

3.1押込通風轢

FDFにほ両吸込形翼形フアンを使用している｡弟7図ほ屋内形,

弟8図ほ屋外形を示す｡屋外形ほ吸込口に防雨フードを付けた構造

で,風量制御にほ自動汽 置(Automatic Boiler Contrcl

略してA.B.C.)によるベーソコソトロール方式を採用している｡

羽根車は第1図のような異形ハネを持った全熔接構造で熔接部の

検査は磁気探傷,カラーチェック,Ⅹ線検査など万全を期している｡

軸受iこほ今までも使用されていた通風機自身のドラフトを利用す

る空気冷却方式の軸受メタルを使用している｡

3.2 誘引通風磯

IDFにほ両吸込形プレートフアン,多賀フアンを使用し,風量制

御にほ自動汽権制御装置によるサクショソダンパーコントロール方

式を採用している｡第9図ほ組立写真を示す｡

舞10図はプレートフアン,第】l図は多翼フアンの羽限申をカモ

す｡いずれも羽根の摩耗しやすい

考 を払っている｡

所にほライナを付けるなど十分

日立評論別冊第37号

いヾ-一ンコントロール矧附小

節7聞 損 山 形 抑 込 池 吼 機外 祝

(吸気口付近から見たもの)

東北電力仙台火力発電所向450kW,#16両吸込形翼形ファソ

第8図 屋外 形押 込 通 吼 機外 観

(東北一電力仙台火力莞竃所向1,000kW,#20而吸込形プレートフアン)

第9閣 誘 引 通 風機外観

IDFはすべて屋外設置でこのため軸受のシャフト貫通郡には雨水

切りを付け,直射日光による軸受温度上昇を防ぐためにカバーを坂

付けている｡また高温ガスを取り扱うので の幅射,伝導による軸

受温度の上昇を防ぐためにシャフトに小形の羽眼中を振り付けてい

る｡

3.3 ガス再循環通風横

GRFは4000C近い高温でしかも多量のダストを含んだボイラ燃焼
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第10回 読引用プレート77ソ羽根車

(東天く`FE力千き火力洛■出井向1,120kW,‡16 両吸込形多異フアン用)

第11国 訴引相多翼ファソ羽根亜

排ガスを吸込み附加こもどす通風機で,

分な考慮を払わねく･･よならない｡

耗および高温に対して十

通風機で一個摩耗するのほ羽根申の羽根で摩耗ほその表面 擦達

度の二乗から三乗に比例する｡したがって羽根申としてほ羽根の相

対速度をできるだけ小さくするようにしなければならない｡この場

合プレートフアンがはかの機種と比較して一 対相番 ま.∴低が度

た摩托の激しい羽壮如こライナを取り付け,この交換も一番簡単なの

でプレートフアンを使用している｡

熱に対してほケーシングの伸びを考慮してケーシングと基礎コン

クリートとの間に鋼板製ベースを置き,ケーシングの仰びをこのベ

ースとの間で吸収し,IDFと同様シャフトに放熱用小羽択車を付け

軸受メタルを水冷または空気冷却するカ法をとっている｡

風量制御ほ日動汽権制御装置によるサクショソダンパーコントロ

ールで,ポイラ に中転 GRFを停止すると炉内高温ガスの逆流に

よる焼損が考えられるので燃焼用空気を一部GRF内に送り,ケー

シング内を常に炉内および煙道部はりも高い圧力に維持するよう考

慮している｡第12図は組立写真を示す｡

3.4
一次通風轢

PAFほ取扱ガスが高温でしかもフアンとしては風圧が高く,した

がってこの種の大きさの 凪機としてほ高間遠機に属するもので,

弟13図ほ組立写真を示す｡

羽限串はFDFと同様翼形フアンを使用しているが,風量に比べ

比較的風圧が高いので弟14図に示すとおり羽根車(･封項がせまく,

このため心板,側板を平行にして通しボルトで羽根を取付けるとい

う特殊な構造をとっている｡このPAFは高温,高圧,高速という

過酷な条件で 転するため軸受はラジアル荷 スラスト

荷重をボールベアリングで受ける特殊構造でポールベアリングの交

換ほ簡単にできるよう軸受箱とベースに考慮が払われている｡
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フ ア ン に つ い て

し東北憬力仙台火力発電所向600kW,#19片吸込形プレートファソ)

第12図 ガス再循環通風機外観

(東京電力千葉火力発電所向狙4片吸込異形ファソ)

第13圃 一 次 通 風 機 外 観

し東瓜′走力千葉火力発電所向#14片吸込異形フアン用)

第14図
一

次 通 風 機 用 羽 根 車

4.結 言

以上日立大形ボイラフアンについて,FDFに異形フアンの採用,

IDFに高性能プレートフアン,多巽フアンの採用などについて従来

のものと異なる′甘を説明したが,今後火力発電設備もさらに大容量

化する傾向にあり,またボイラも従来の平衡通風方式から強圧通風

方式に移行,サイクロンファーネスボイラの開発,強制循環ボイラ

の開発などボイラも次第に新方式に移行しつつある｡ボイラフアン

もこれら主機と歩調をあわせて前進するためなおいっそう研究に努

力し,わが国の火力発電プラントの発展に微力をつくしたいと考え

るもので関係各位のご指導を切にお願いする｡




